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●平成24年度決算
●広葉樹等施業体験学習会
●後期高齢者医療制度、ほか



　

平
成
24
年
度
の
各
会
計
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
町
の
業
務
や

施
策
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

や
、
国
・
北
海
道
か
ら
の
補
助
金

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
る
会
計
で
す
。
町
で

は
、
「
元
気
発
信
・
笑
顔
の
大
地

・
夢
開
花　

な
か
が
わ
」
の
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
に
、
福
祉
や

教
育
、
経
済
な
ど
の
基
本
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
経
費
の
大
部
分
を
賄
っ
て
い
る

の
が
一
般
会
計
で
す
。

　

そ
の
他
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

結
し
た
事
業
を
特
別
会
計
で
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
国
の

補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
が
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
か
を
示

す
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

一　般　会　計

町　　　　　　　　　税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財　　産　　収　　入

寄　　　　附　　　　金

繰　　　　入　　　　金

繰　　　　越　　　　金

諸　　　　収　　　　入

地　方　譲　与　税

利　子　割　交　付　金

配　当　割　交　付　金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地　方　交　付　税

交通安全対策特別交付金

国　庫　支　出　金

道　　支　　出　　金

町　　　　　　　　　債

議　　会　　費

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

労　　働　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

教　　育　　費

災 害 復 旧 費

公　　債　　費

給　　与　　費

予　　備　　費

区　　分区　　　　分

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

金　　額 割合（％）

1億7,851万円

117万円

7,714万円

3,435万円

46万円

0万円

1億6,259万円

2億3,390万円

6,237万円

46万円

20万円

5万円

1,852万円

1,357万円

11万円

21億9,740万円

0万円

3億2,120万円

1億5,577万円

4億6,685万円

4.5

0.0

2.0

0.9

0.0

0.0

4.1

6.0

1.6

0.0

0.0

0.0

0.5

0.3

0.0

56.0

0.0

8.2

4.0

11.9

金　　額 割合（％）

2,980万円

6億1,668万円

2億6,639万円

2億8,307万円

1,530万円

4億5,460万円

1億5,588万円

5億7,657万円

1億4,864万円

1億9,132万円

0万円

5億5,148万円

4億860万円

0万円

0.8

16.7

7.2

7.7

0.4

12.3

4.2

15.6

4.0

5.2

0.0

14.9

11.0

0.0

歳出総額
36億9,838万円

歳入総額
39億2,469万円
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平成24年度に行った主な事業

町史編纂事業
住宅新築・リフォーム促進助成
地域おこし協力隊活用事業
地域情報通信運営事業
敬老会開催・敬老祝金
高齢者世帯等住宅除雪費助成事業
冬期生活支援事業
幼児センターパネルヒーター改修工事
健康づくり事業（入浴料助成）
中川町立診療所心電計購入
農村体験実習受入事業
農業後継者奨学資金貸付事業
牧場運営事業
地域づくり交付金（エゾシカ）被害防止緊急捕獲事業
南瓜生産環境対策事業
農村地域除雪事業
森林環境保全直接支援事業
未来につなぐ森づくり推進事業
森林整備加速化・林業再生林業専用道（規格相当）開設事業
中小企業融資制度利子補給
イベント活性化事業補助
世田谷交流実行委員会補助
ポンピラアクアリズイング冷温水器取替工事
町道除雪業務
公営住宅営繕工事
公営住宅備品購入
高等学校生徒就学支援
学習支援塾運営費補助
中川町立中川中学校大規模改造
佐久地区公民館改修
総合型地域スポーツクラブ自立支援事業

土地：29,707,863㎡
　　　（うち山林19,878,300㎡）
建物：65,027㎡

　　　（平成25年３月31日現在）

区分 事業費 【主な町有財産の現在高】

財政力指数（3ヵ年平均）
　　　0.109（平成23年度0.116）
　財政力指数は、1.0に近いほど自主
財源の割合が高く、財政力が強いこ
とを示します。

経常収支比率
　　71.9％（平成23年度81.1％）
　経常収支比率は、財政の弾力性を
示す指標で、パーセンテージが高い
ほど財政が硬直化していることを示
します。

【中川町の財政力】

貯金（基金）
　28億4,271万円
　（町民1人あたり約161万円）

借金（地方債残高）
　60億4,655万円
　（町民1人あたり約343万円）

　　　※平成25年3月31日現在人口
　　　　　　　 1,758人を基に計算

【中川町の貯金と借金】

健全化判断比率
・実質赤字比率　　　　－％
・連結実質赤字比率　　－％
・実質公債費比率　　 9.3％
・将来負担比率　　　　－％

資金不足比率
・簡易水道特別会計　　－％
・農業集落排水事業　　－％

※これらの数値は、赤字でない限り
　比率がないものとされ、「－％」
　と示しています（詳しくは、広報
　なかがわ2013年11月号8～9ペー
　ジをご覧ください）。

【健全化判断比率、　　　
　　　資金不足比率】

事　　業　　名

総
務
費

民
生
費

衛生費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

土
木
費

教
育
費

330万円
1,559万円
1,034万円
1,379万円
327万円
110万円
130万円
214万円
446万円
267万円
7万円

120万円
2,210万円
358万円
89万円
189万円
3,557万円
459万円
3,450万円
128万円
165万円
20万円

3,118万円
6,090万円
5,631万円
233万円
268万円
63万円
640万円
1,034万円
63万円

特別会計決算総括表

介
護
保
険

特　
　

別　
　

会　
　

計

2億6,041万円
3億1,077万円
1億9,262万円
1億8,330万円

811万円
2,826万円

9億8,347万円
49億816万円

国民健康保険事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業

後 期 高 齢 者 医 療
小　　　　　　　計

区　　　分

一般会計＋特別会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額

保険事業勘定
サービス事業勘定

2億4,818万円
3億1,067万円
1億9,261万円
1億8,280万円

811万円
2,803万円

9億7,040万円
46億6,878万円

1,223万円
10万円
1万円

50万円

23万円
1,307万円

2億3,938万円

３ 広報なかがわ
2014（H26）. 1月号
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現
在
の
林
業
は
、
ト
ド
マ
ツ

な
ど
の
針
葉
樹
が
中
心
に
な
っ

て
お
り
、
広
葉
樹
の
価
値
が
正

し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
級

・
希
少
な
銘
木
と
、
そ
の
他
大

勢
の
雑
木
（
多
く
は
パ
ル
プ
原

料
）
に
仕
分
け
さ
れ
、
本
来
で

あ
れ
ば
建
築
や
内
装
、
家
具
製

作
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
木

が
「
雑
木
」
と
し
て
パ
ル
プ
原

料
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

中
川
町
は
、
こ
の
仕
分
け
を

見
直
し
、
銘
木
↓
良
材
↓
並
材

↓
低
質
材
↓
パ
ル
プ
原
料
と
再

評
価
す
る
こ
と
で
、
木
を
無
駄

な
く
、
で
き
る
限
り
高
く
売
る

工
夫
を
始
め
ま
し
た
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
所
有

者
は
木
材
収
入
が
増
え
、
製
材

業
者
は
安
定
的
な
木
材
供
給
を

確
保
し
、
家
具
作
家
は
道
産
材

せ
っ
か
く
の
木
が
割
れ
た
り
、

傷
つ
い
た
り
す
る
。
残
す
木
に

も
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
『
八
の
字
』
の
方

向
に
倒
す
必
要
が
あ
る
。
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　

林
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
太
い
木
を
上
手
に
倒

せ
る
技
術
者
は
減
っ
て
お
り
、

こ
う
い
っ
た
コ
ツ
や
技
術
を
知

る
遠
藤
さ
ん
や
吉
田
さ
ん
は
貴

重
な
存
在
で
す
。

　

実
際
に
伐
倒
を
担
当
し
た
吉

田
さ
ん
は
、
国
の
人
材
育
成
制

度
「
緑
の
雇
用
制
度
」
の
森
林

作
業
士
の
課
程
を
修
了
し
、
確

か
な
技
術
を
有
す
る
伐
倒
手
で

す
。

　

中
川
町
が
、
広
葉
樹
生
産
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

町
内
に
こ
う
い
っ
た
優
れ
た
技

術
者
が
い
る
か
ら
で
す
。

北海道指導林家の遠藤富士幸さん

銘
木
と
雑
木

を
使
っ
た
環
境
に
優
し
く
売
り

や
す
い
商
品
を
製
作
で
き
る
の

で
す
。

　

今
回
の
学
習
会
は
、
北
海
道

指
導
林
家
の
遠
藤
富
士
幸
さ
ん
、

北
大
中
川
研
究
林
の
北
條
元
さ

ん
、
奥
田
篤
志
さ
ん
が
講
師
を

務
め
、
伐
倒
手
を
森
林
作
業
士

の
吉
田
武
志
さ
ん
（
遠
藤
工
業

㈲
）
が
務
め
ま
し
た
。
遠
藤
さ

ん
は
、
「
斜
面
に
対
し
て
垂
直

に
倒
す
と
、
伐
倒
の
衝
撃
で
、

担
い
手
の
育
成

　

11
月
28
日
、
共
和
地
区
の
町
有
林
に
、
旭
川
高
等
技
術
専
門
学

院
造
形
デ
ザ
イ
ン
科
1
年
生
の
生
徒
20
人
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

彼
ら
は
家
具
作
家
の
卵
で
す
。
中
川
町
ナ
ナ
カ
マ
ド
林
業
グ
ル
ー

プ
（
藤
森　

豊
会
長
）
と
中
川
町
が
共
催
し
た
こ
の
事
業
は
、
家

具
作
家
の
卵
た
ち
に
、
中
川
町
の
森
づ
く
り
を
知
っ
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
山
に
あ
る
木
を
活
か
す
製
作
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。



問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

　

今
回
の
学
習
会
に
は
、
旭
川

高
等
技
術
専
門
学
院
の
卒
業
生

で
あ
り
、
現
在
は
同
校
で
時
間

講
師
を
務
め
て
い
る
宮
地
さ
ん

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

宮
地
さ
ん
と
中
川
町
は
こ
の

夏
に
中
川
町
産
オ
ニ
グ
ル
ミ
材

の
安
定
供
給
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

宮
地
さ
ん
は
生
徒
に
「
材
の

希
少
性
に
頼
っ
た
製
作
し
か
で

き
な
い
作
家
は
一
流
と
は
言
え

な
い
。
木
と
向
き
合
い
、
会
話

し
て
そ
の
木
に
合
っ
た
製
作
を

す
る
の
が
本
物
の
作
家
だ
。
産

地
が
明
確
な
木
材
を
使
え
る
と

い
う
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い

宮
地
鎮
雄
さ
ん
の
言
葉

こ
と
な
ん
だ
よ
」
と
語
り
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
参
加
し
た
北
大

中
川
研
究
林
の
北
條
さ
ん
は
、

立
木
の
評
価
や
丸
太
の
価
値
を

高
め
る
採
材
の
仕
方
を
伝
え
、

奥
田
さ
ん
は
、
森
に
住
む
動
植

物
と
林
業
が
ど
う
関
わ
る
べ
き

か
を
伝
え
ま
し
た
。

　

倒
れ
た
木
や
枯
れ
た
木
も
森

の
中
で
役
割
を
持
っ
て
い
て
、

動
植
物
に
す
み
か
を
提
供
し
た

り
、
次
の
世
代
の
木
を
育
て
る

空
間
を
提
供
し
た
り
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
林
業
で
は
邪
魔

で
除
去
さ
れ
て
い
た
倒
木
や
枯

損
木
も
中
川
の
森
で
は
積
極
的

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
木
材
に
現
れ
る

節
や
木
目
の
乱
れ
、
曲
が
り
は

欠
点
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

宮
地
さ
ん
は
、
「
生
き
物
で

あ
る
木
で
あ
れ
ば
節
や
曲
が
り

が
あ
っ
て
当
然
で
、
そ
れ
は
欠

点
で
は
な
く
個
性
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
個
性
に
沿
っ
た
製
作
を
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
伝
え
ま
し

た
。

　

今
回
、
学
習
会
に
参
加
し
た

生
徒
が
、
い
つ
か
一
人
前
に
な

っ
て
中
川
町
の
木
で
製
作
し
て

く
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

北
大
研
究
林
の
支
援

欠
点
か
個
性
か

５ 広報なかがわ
2014（H26）. 1月号

森林作業士の資格を持つ伐倒手の吉田武志さん

中川町産オニグルミ材で家具製作をしてくれる宮地鎮雄さん

指導に熱心に耳を傾ける生徒たち

北大中川研究林の北條さん

北大中川研究林の奥田さん
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中
川
町
は
全
面
積
の
86
％
を

森
林
が
占
め
る
森
林
の
町
で
す
。

林
業
に
必
要
と
さ
れ
る
道
路
は
、

ト
ラ
ッ
ク
や
管
理
車
両
の
走
行

を
想
定
し
た
林
道
や
林
業
専
用

道
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
林

業
機
械
の
走
行
を
想
定
し
た
森

林
作
業
道
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
に
効
率
的
な
林
業
経
営

に
必
要
と
さ
れ
る
路
網
密
度
の

下
限
は
、
林
道
や
林
業
専
用
道

が
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
約
25

メ
ー
ト
ル
程
度
、
森
林
作
業
道

が
同
じ
く
約
75
メ
ー
ト
ル
、
合

わ
せ
て
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
で

す
。

　

現
在
の
日
本
の
平
均
路
網
密

度
は
17
メ
ー
ト
ル
で
、
理
想
か

国
連
携
）
も
不
可
欠
で
す
。

　

中
川
町
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ

の
連
携
に
よ
り
、
理
想
と
さ
れ

る
路
網
密
度
に
近
づ
く
た
め
の

路
網
の
開
設
と
、
そ
の
た
め
の

人
材
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ら
は
ほ
ど
遠
く
、
中
川
町
で
は

5
メ
ー
ト
ル
と
、
さ
ら
に
低
い

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
今
後
、
中
川
町

が
林
業
に
よ
る
産
業
振
興
を
考

え
る
場
合
、
土
木
建
設
事
業
体

が
開
設
す
る
林
道
や
林
業
専
用

道
と
、
林
業
事
業
体
が
開
設
す

る
森
林
作
業
道
を
生
態
系
や
コ

ス
ト
に
配
慮
し
な
が
ら
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
開
設
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　

路
網
を
開
設
す
る
と
き
は
、

低
コ
ス
ト
で
、
効
率
よ
く
、
使

い
や
す
い
道
を
つ
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
道
を
つ
け
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
山
に

あ
る
木
を
収
穫
す
る
こ
と
が
目

的
だ
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、

よ
り
良
い
路
網
の
開
設
に
は
土

木
建
設
事
業
体
と
林
業
事
業
体

が
連
携
（
林
建
連
携
）
し
技
術

と
知
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
中
川
町
の
森
林
の
67

％
は
国
有
林
で
す
の
で
、
効
率

的
な
路
網
の
開
設
の
た
め
に
は
、

国
有
林
と
民
有
林
の
連
携
（
民

　

平
成
25
年
11
月
19
日
、
上
川

北
部
森
林
管
理
署
と
中
川
町
の

主
催
に
よ
る
路
網
に
関
す
る
勉

強
会
が
開
催
さ
れ
、
国
有
林
職

員
、
町
職
員
、
土
木
建
設
業
や

林
業
事
業
体
の
職
員
な
ど
26
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
勉
強
会
は
、
今
年
春
に
上

川
北
部
森
林
管
理
署
と
中
川
町

が
締
結
し
た
「
中
川
地
域
森
林

整
備
推
進
協
定
」
に
基
づ
く
人

材
育
成
や
路
網
整
備
推
進
の
一

環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

北
海
道
森
林
管
理
局
資
源
活
用

第
二
課
の
佐
藤
次
夫
企
画
官
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
勉
強
会
で
は
、
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
研

修
室
で
、
佐
藤
企
画
官
よ
り
林

業
専
用
道
の
基
本
的
事
柄
や
規

格
、
開
設
に
あ
た
っ
て
の
注
意

点
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
中
川
地
域
森
林
整

勉
強
会

林
道
の
お
話
し

線形について検討する参加者

二
つ
の
連
携

備
推
進
協
定
に
基
づ
き
、
共
和

地
区
で
計
画
さ
れ
て
い
る
林
業

専
用
道
開
設
予
定
地
に
お
い
て
、

地
形
や
土
質
、
水
の
流
れ
を
見

な
が
ら
、
最
適
な
線
形
を
検
討

し
ま
し
た
。

講師を務めた佐藤企画官

上
川
北
部
森
林
管
理
署
×
中
川
町

路
網
に
関
す
る
勉
強
会

54

64

ドイツ

44

45

オーストリア

作業道級

13
4

日本

林内路網密度の比較（m/ha）

4 1

中川町

林道級
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辻
井
さ
ん
は
、
兵
庫
県
で
養

蜂
業
を
営
み
、
4
月
か
ら
6
月

に
か
け
て
本
州
で
蜜
を
集
め
、

初
夏
か
ら
秋
の
終
わ
り
ま
で
、

中
川
町
で
蜜
を
集
め
ま
す
。
蜂

の
棲
む
巣
箱
を
フ
ェ
リ
ー
や
ト

ラ
ッ
ク
で
送
っ
た
り
、
返
し
た

り
し
な
が
ら
、
毎
年
中
川
町
ま

で
来
る
の
は
大
変
な
作
業
で
す
。

　

そ
れ
で
も
遠
く
離
れ
た
中
川

町
ま
で
蜜
を
集
め
に
来
る
の
に

は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の

で
す
。

　

ミ
ツ
バ
チ
は
特
定
の
花
の
蜜

だ
け
を
集
め
る
性
質
を
持
っ
て

い
ま
す
（
完
全
に
混
ざ
ら
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
で

す
か
ら
養
蜂
家
は
、
高
品
質
な

蜜
が
多
く
採
れ
る
花
の
分
布
や

開
花
時
期
を
熟
知
し
て
い
て
、

　

皆
さ
ん
は
、
毎
年
夏
に
な
る
と
2
軒
の
養
蜂
家
が
蜜
を
集
め
に

中
川
町
を
訪
れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
は
、
40
年
前
か
ら
夏
に
ア
ベ
シ
ナ
イ
川
流
域
で
養
蜂
を
営

む
辻
井
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

中
川
町
と
ミ
ツ
バ
チ

中
川
町
の
森
と
ミ
ツ
バ
チ

中
川
町
は
次
の
点
で
養
蜂
に
適

し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

◆
天
然
林
が
豊
か

　

辻
井
さ
ん
の
場
合
、
本
州
で

春
に
レ
ン
ゲ
や
ト
チ
ノ
キ
の
蜜

を
集
め
、
そ
の
後
中
川
町
に
来

て
、
キ
ハ
ダ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
セ

ン
ノ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
の
蜜
を

集
め
ま
す
。
森
が
豊
か
な
中
川

町
は
、
こ
れ
ら
広
葉
樹
の
数
と

量
が
豊
富
で
、
貴
重
で
品
質
の

良
い
蜜
が
採
れ
る
そ
う
で
す
。

森
林
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
も
カ

ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
人

工
林
ば
か
り
で
は
ダ
メ
な
の
で

す
。

◆
ア
ザ
ミ
が
た
く
さ
ん

　

ハ
チ
ミ
ツ
の
中
で
も
く
せ
が

な
く
、
様
々
な
料
理
に
合
う
ア

ザ
ミ
の
ハ
チ
ミ
ツ
は
人
気
で
す
。

北
海
道
で
は
土
場
跡
に
ア
ザ
ミ

が
旺
盛
に
生
え
て
き
ま
す
。
ま

た
、
道
北
で
は
木
の
成
長
を
阻

害
す
る
笹
を
刈
っ
た
り
、
剥
い

だ
り
し
ま
す
が
、
そ
の
あ
と
に

も
た
く
さ
ん
の
ア
ザ
ミ
が
生
え

て
く
る
の
で
す
。
林
業
が
盛
ん

な
中
川
町
な
ら
で
は
の
特
徴
で

す
。

◆
水
田
が
少
な
い

　

水
田
で
多
く
用
い
ら
れ
る
農

薬
は
、
人
体
に
は
無
害
で
も
、

蜂
に
は
致
命
的
で
す
。
し
か
も

遅
効
性
な
の
で
、
農
薬
に
触
れ

た
ミ
ツ
バ
チ
は
し
ば
ら
く
蜜
を

集
め
ま
す
。
水
田
場
で
は
大
切

な
家
畜
で
あ
る
ミ
ツ
バ
チ
が
農

薬
の
被
害
に
遭
い
や
す
く
、
ま

た
蜜
に
雑
味
が
混
ざ
る
そ
う
で

す
。
中
川
町
に
は
水
田
が
一
枚

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
農
薬
の
心

配
が
少
な
く
、
安
心
安
全
な
ハ

チ
ミ
ツ
が
採
れ
る
の
で
す
。

◆
沢
が
狭
い

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
巣
箱
を
中
心

に
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で

蜜
を
集
め
ま
す
が
、
沢
が
入
り

組
み
、
起
伏
に
富
ん
だ
中
川
町

は
、
表
面
積
が
大
き
い
た
め
花

の
量
が
多
く
、
ま
た
高
低
差
が

あ
る
た
め
、
開
花
時
期
や
花
の

分
布
に
差
が
生
ま
れ
、
長
い
期

間
蜜
を
集
め
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

◆
気
温
が
低
い

　

ミ
ツ
バ
チ
は
気
温
が
高
す
ぎ

る
と
繁
殖
を
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
一
つ
の
巣
箱
の
ミ
ツ
バ
チ

の
数
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

約
5
万
匹
に
増
え
、
冬
に
か
け

て
約
1
万
匹
ま
で
減
少
し
ま
す
。

ミ
ツ
バ
チ
の
数
が
増
え
る
だ
け

で
も
気
温
の
低
い
中
川
町
に
来

る
価
値
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

中
川
町
は
、
森
林
管
理
経
営

の
方
針
と
し
て
、
森
林
を
皆
伐

し
ま
せ
ん
の
で
、
蜜
源
と
な
る

貴
重
な
木
が
失
わ
れ
ず
、
ま
た

針
葉
樹
造
林
だ
け
に
頼
っ
た
林

業
を
し
な
い
の
で
、
将
来
の
蜜

源
も
確
保
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

中
川
町
の
林
業
は
結
果
と
し
て

養
蜂
業
と
も
好
相
性
な
の
で
す
。

　

中
川
町
の
豊
か
な
森
林
で
生

み
出
さ
れ
る
低
農
薬
・
無
農
薬

の
ハ
チ
ミ
ツ
や
副
産
物
の
蜜
蝋

は
、
特
産
品
と
し
て
の
可
能
性

も
秘
め
て
い
ま
す
。

７ 広報なかがわ
2014（H26）. 1月号

中
川
町
と
ミ
ツ
バ
チ
は
相
思
相
愛

陽気に誘われ、巣箱の隙間から顔を出すミツバチ
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中
川
町
は
、
東
京
都
世
田
谷

区
と
、
3
月
の
「
下
高
井
戸
大

桜
ま
つ
り
」
、
8
月
の
「
ふ
る

さ
と
区
民
ま
つ
り
」
、
11
月
の

「
世
田
谷
2
4
6
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
」
に
参
加
し
、
地
域
間
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
世

田
谷
2
4
6
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
は
、
世
田
谷
区
か
ら
招
待
を

受
け
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
曇
り
模
様
の
あ
い

に
く
の
天
候
で
、
テ
ン
ト
を
な

ぎ
倒
す
ほ
ど
の
強
風
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
約
3
0
0
0
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
会
場
の
駒
沢

競
技
場
に
一
堂
に
会
し
て
、
競

技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
中
川
町
か
ら
佐
々
木

里
香
さ
ん
、
森
詩
野
さ
ん
、
小

田
島
森
恵
さ
ん
が
5
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

日
々
、
町
内
の
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ー
ム
で
活
動
し
、
ま
た
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を
し
て
い
る
3

名
は
、
無
事
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
コ
ー
ス
を
完
走
し
ま
し
た
。

　

大
会
後
の
交
流
会
に
は
、
世

田
谷
区
と
交
流
を
し
て
い
る
全

国
の
11
自
治
体
、
国
際
交
流
を

東京都世田谷区と中川町の地域間交流

に参加しました
「世田谷246ハーフマラソン」

し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

バ
ン
バ
リ
ー
市
と
交
流
す
る
場

を
設
け
て
い
た
だ
き
、
中
川
町

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か

ら
は
、
「
東
京
で
走
る
こ
と
に

不
安
も
あ
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
」

「
沿
道
に
い
る
多
く
の
人
か
ら

の
声
援
を
も
ら
い
な
が
ら
走
る

機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

雪
虫
は
大
根
洗
う
母
の
背
を
思
い
出
さ
せ
る
記
憶
の
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

秋
空
の
今
朝
は
明
る
き
丘
に
座
し
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
の
遺
跡
を
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

列
を
組
み
啼
き
交
は
し
つ
つ
行
く
鳥
の
旅
路
の
無
事
を
念
じ
見
送
る　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

霧
深
き
歩
道
に
弾
む
子
ら
の
声
毛
糸
の
帽
子
の
色
に
じ
ま
せ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

菜
園
に
椅
子
一
つ
置
き
と
き
ど
き
は
友
も
来
て
を
り
憩
ひ
の
場
所
に　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

稀
に
見
る
酷
暑
の
次
に
来
た
も
の
は
十
月
半
ば
に
降
り
し
き
る
雪　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

た
め
息
が
出
る
よ
神
路
の
黄
葉
は
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
幸
せ
通
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
山　

照
子

川
渡
り
畑
の
匂
い
が
吹
き
抜
け
る
洗
濯
物
を
は
た
め
か
せ
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
知
ら
ず

〔
俳　

句
〕

蝦
夷
リ
ス
は
「
ポ
ー
ズ
」
と
る
の
か
枯
木
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

雪
囲
終
え
て
安
堵
の
深
眠
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
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探偵部への挑戦状
　　　　　　　　　　東川篤哉

心の支えを失ったあなたへ
　　　　　　　　　　植西　聰

吃音のこと、わかってください
　　　　　　　　　　北川敬一

親の介護＆自分の介護
　　　　　　　　　世界文化社

うまいぞ！シカ肉
　　　　　　農山漁村文化協会

ペコロスの母に会いに行く
　　　　　　　　　　岡野雄一

おやちれんがすすめる
よみきかせ絵本250
　親子読書地域文庫全国連絡会

誰も言えなかった戦後史
　　　　田原総一朗、宮崎　学

宿題ひきうけ株式会社
　　　　　　　　　　古田足日

めだまやきの化石
　　　　　　　　　　寺村輝夫

アンモナイトの森で
　　　　　　　　　　市川洋介

つぎ、なにをよむ？
　　　　　　　　　　秋山朋恵

チョコレート戦争
　　　　　　　　　　大石　真

ほねほねザウルスシリーズ
　　　　　　　　　　岩崎書店



一
つ
一
つ
の
行
動
に
『
心
遣
い
』
や

『
温
か
い
人
間
性
』
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
町
も
す
ご
く
綺
麗
で
、
川

と
山
と
空
の
バ
ラ
ン
ス
も
本
当
に
綺

麗
で
す
。
町
の
あ
ち
こ
ち
に
色
々
な

表
情
が
あ
っ
て
、
景
色
の
一
つ
一
つ

に
癒
さ
れ
た
り
ド
キ
ド
キ
し
た
り
し

ま
す
。
人
口
は
確
か
に
少
な
い
で
す

が
、
町
に
精
気
が
溢
れ
て
い
る
感
じ

が
あ
り
ま
す
。
中
川
町
に
行
く
と
す

ご
く
心
が
ホ
ッ
コ
リ
し
ま
す
。
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関

東
の
方
々
に
『
北
海
道
に
い
っ
た
ら

中
川
町
に
い
き
た
く
な
る
よ
う
』
に

中
川
町
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
、
私

の
知
ら
な
い
中
川
町
を
ま
た
ひ
と
つ

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
域
の
魅

力
は
十
人
い
れ
ば
十
通
り
の
感
じ
方

が
あ
り
、
見
え
る
世
界
も
様
々
で
す
。

皆
さ
ん
が

感
じ
て
い

る
地
域
の

魅
力
も
ぜ

ひ
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

中
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
私
一
人
で
す
が
、
そ
こ
で
活

動
中
の
出
来
事
や
お
知
ら
せ
を
投
稿

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
は
、

中
川
町
は
も
ち
ろ
ん
、
道
内
や
道
外
、

遠
く
は
ド
イ
ツ
ま
で
（
私
の
友
人
で

す
）、
幅
広
い
方
々
が
見
て
く
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
く
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、

先
日
と
て
も
嬉
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

道
北
に
ご
実
家
が
あ
り
、
現
在
は

関
東
に
お
住
ま
い
の
女
性
の
方
か
ら

頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
方

は
中
川
町
が
大
好
き
で
、
実
家
に
帰

る
度
に
中
川
町
へ
足
を
運
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。
中
川
町
を
好
き
な
理
由

を
尋
ね
て
み
る
と
、
「
『
人
の
温
か

さ
』
と
『
町
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
』

で
す
。
化
石
の
こ
と
や
、
お
祭
り
に

来
た
と
き
に
、
町
民
の
方
と
接
し
て

『地域の魅力』
小田島森恵
お だ じま もり え

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の
活動の様子を紹介します

中川町地域おこし協力隊活動記⑱

https://www.facebook.com/nakagawatiikiokosi
⬇中川町地域おこし協力隊フェイスブックURLはこちら⬇

地域おこし協力隊の活動内容や思い、旬な情報をお届けしています。
ぜひ、アクセスして「いいね！」を押してください！
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フェイスブックとは…
　世界最大のSNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）です。SNSとは、インター
ネット上で人と人がつながる場所（コミュニティー）を提供するサービスのことです。友
人などと登録し合って、気になる情報などを交換し合う場所として使われています。



　

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
支
給
額
が
、
5
0
0
円
以
下
の

　

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
区
分

　

は
、
毎
年
7
月
31
日
現
在
の
所

　

得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

6 7万円
5 6万円
3 1万円
1 9万円

現役並み所得者
一　　　　　般

住　民　税
非課税世帯

所 得 区 分

（年額：8月1日～翌年7月31日）

合算した場合の限度額
自己負担限度額

区分Ⅱ
区分Ⅰ

　

同
じ
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
の
方
全
員
が
1
年
間

に
支
払
っ
た
「
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
額
」
と
、

「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
額
」
を

合
算
し
た
金
額
が
、
下
表
の
「
合

算
し
た
場
合
の
限
度
額
」
を
超
え

る
と
、
超
え
た
分
が
高
額
介
護
合

算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
と
介
護
保
険
で
支
払
っ
た
自

己
負
担
額
の
割
合
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
者
か
ら
支
払
わ
れ

ま
す
。

※
毎
年
8
月
か
ら
そ
の
翌
年
7
月

　

末
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保

　

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
を
も

　

と
に
計
算
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

　

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い

　

ず
れ
か
が
0
円
の
場
合
は
対
象

「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

の
制
度
と
申
請
手
続
き

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

内
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
8
月
1
日
か

ら
平
成
25
年
7
月
31
日
ま
で
の
間

に
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
他

の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方
な
ど
は
、

以
前
の
医
療
保
険
や
介
護
保
険
で

の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
健

康
や
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
希
望
す
る

方
を
対
象
に
医
療
費
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
送
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
役

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
「
送
付
を
希
望
す
る
」

こ
と
を
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
い
る

方
は
、
再
度
の
ご
連
絡
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

●
医
療
費
通
知
と
は
？

　

半
年
ご
と
（
1
〜
6
月
、
7
〜

12
月
）
に
病
院
な
ど
で
診
療
を
受

け
た
と
き
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

●
所
得
区
分

①
現
役
並
み
所
得
者
‥
住
民
税
の

　

課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上

　

あ
る
加
入
者
と
そ
の
方
と
同
じ

　

世
帯
に
い
る
加
入
者
の
方
で
す
。

②
区
分
Ⅱ
‥
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
る
方
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

③
区
分
Ⅰ
‥
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

・
世
帯
全
員
が
所
得
0
円
の
方

　

（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

　

そ
の
受
給
額
が
80
万
円
以
下
）

・
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て

　

い
る
方

④
一
般
‥
①
〜
③
以
外
の
方

《
申
請
手
続
き
》

　

平
成
24
年
度
分
（
平
成
24
年
8

月
1
日
か
ら
平
成
25
年
7
月
31
日

ま
で
）
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成
26
年

1
月
以
降
に
申
請
手
続
き
の
ご
案

額
を
と
り
ま
と
め
、
毎
年
3
月
と

9
月
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

　

受
診
年
月
、
診
療
を
受
け
た
病

院
な
ど
の
名
称
、
診
療
区
分
、
日

数
、
医
療
費
の
総
額
が
一
覧
で
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
を
受
け
た
記
録
が
な
い
場

合
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

診
療
内
容
の
審
査
な
ど
の
都
合
で

一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
の
「
医

療
費
控
除
」
の
領
収
書
の
代
わ
り

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
合

☎
0
1
1
・
2
9
0
・
5
6
0
1

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

医
療
費
通
知

7

6

7

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
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【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　
　

健
診
結
果
の
活
用

30年 5年

生活習慣病（放置していると…進行・悪化） 健康障害

心筋梗塞
・狭心症

脳梗塞

血管の変化が起きている血管が傷つく危険因子

健診結果
※異常値のあった□に　をつけてみましょう。

血管が傷つき始めても、
自覚症状はありません！

　値のコントロールが良くな
いと、血管の変化が進行して
いきます。生活習慣の改善や
治療の目的は、血管変化を予
防することです。

内臓脂肪の蓄積
脂肪肝　など

悪化要因

□ＢＭＩ
□腹囲

□肝機能
　ＧＯＴ
　ＧＰＴ
　γ-ＧＴＰ

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

　

特
定
健
診
の
目
的
は
、
血
管

を
傷
つ
け
る
要
因
を
把
握
し
て
、

早
く
か
ら
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
将
来
的
な
病
気
を

予
防
・
改
善
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
治
療
中
で
も
、
血
管

を
傷
つ
け
な
い
値
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
く
指
標
と
し
て
、

活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

健
診
結
果
で
は
、
自
分
の
血

管
が
傷
み
始
め
て
い
る
か
ど
う

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

血
管
を
傷
つ
け
る
要
因
と
な

る
の
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲
・
肝

機
能
の
項
目
で
す
。

特
定
健
診
の
目
的
は

血
管
を
傷
つ
け
る
病
気
の

予
防
・
改
善

血
管
を
傷
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
危
険
因
子

　

こ
の
検
査
か
ら
は
、
血
管
を

傷
つ
け
る
物
質
を
出
す
内
臓
脂

肪
の
蓄
積
や
、
糖
や
脂
肪
の
代

謝
・
合
成
を
し
て
い
る
肝
機
能

の
状
態
が
わ
か
り
ま
す
。

　

肝
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、

糖
や
脂
肪
な
ど
の
栄
養
素
を
体

の
中
で
十
分
に
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
血
液

中
に
糖
や
脂
肪
が
余
る
要
因
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

悪
化
要
因
と
な
っ
て
、
血
圧
や

血
糖
な
ど
の
項
目
が
基
準
値
か

ら
外
れ
て
く
る
と
、
血
管
が
傷

み
始
め
ま
す
。

　

血
管
に
は
痛
覚
が
な
い
た
め
、

傷
つ
き
始
め
て
も
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
づ
か
な
い
ま

ま
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
血

管
が
傷
つ
け
ら
れ
て
動
脈
硬
化

が
進
み
、
血
管
の
内
腔
が
狭
く

な
る
と
、
脳

塞
や
心
筋

塞

な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

基
準
値
か
ら
外
れ
た
項
目
が

あ
っ
て
も
、
ま
だ
大
丈
夫
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
、
そ
の
値
が
悪

化
し
て
病
気
の
発
症
を
招
い
た

り
、
他
の
項
目
と
重
複
す
る
こ

と
で
、
血
管
の
傷
み
が
進
行
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

わ
ず
か
で
も
基
準
値
を
外
れ

る
場
合
は
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
サ
イ
ン
で
す
。
健
診
結
果
の

活
用
で
、
血
管
の
状
態
を
把
握

し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
、

動
脈
硬
化
を
予
防
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
健
診
結
果
に
つ
い
て

は
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

40
〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
「
特
定
健
診
」
。
中
川
町
の
国
保
加
入
者
で
は
、
約
6

割
の
方
が
継
続
的
に
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
は
、
自
分
の
か
ら
だ
の
健
康
状
態
を
教
え
て
く
れ
る
情
報
源
で
す
。
健
診
結
果
を
活
用

し
て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

血管の変化
の進み方

血管が傷つき始める血管を傷つける
要因になる

□血圧

□中性脂肪
□ＨＤＬコレステロール
□ＬＤＬコレステロール

□血糖
□ＨｂＡ1Ｃ

□尿酸

高血圧症

脂質異常症

糖尿病

高尿酸血症
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食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　

ご
は
ん
や
芋
類
な
ど
の
糖
質

に
比
べ
、
菓
子
類
や
果
物
な
ど

に
含
ま
れ
て
い
る
糖
質
は
吸
収

が
早
く
、
こ
れ
ら
の
摂
り
過
ぎ

が
習
慣
化
す
る
と
高
血
糖
に
つ

な
が
り
ま
す
。
下
表
を
参
考
に

摂
り
過
ぎ
に
注
意
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

「
高
血
糖
予
防
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
ご
は
ん
量
を
減
ら
し
て
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
み
く
も
に
ご
は
ん
量
を
減
ら
し
て
し
ま

う
と
、
お
か
ず
を
食
べ
る
量
が
増
え
、
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
の
摂
取
量
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
腎
臓
へ
の
負
担
や
脂
質
の
摂
取
量
の
増
加
か
ら
動
脈
硬
化
に
つ
な
が
る
リ

ス
ク
も
新
た
に
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
食
事
の
満
足
感
が
減
り
、
間
食
が
増
え
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

明
ら
か
に
主
食
の
量
が
多
い
場
合
や
医
師
の
指
示
が
な
い
限
り
、
極
端
な
ご
は
ん
量
の
制
限
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

ご
は
ん
量
の
制
限
に
は
注
意
が
必
要
で
す

血
糖
値
を
上
げ
や
す
い

　
　
　
　
　

食
品
の
目
安
量

砂糖

菓子

果物

◆食物繊維が豊富な野菜、きのこ、海藻類を先に食べることで、糖質の
　吸収が緩やかになります（1日に摂る野菜の目安量は350グラムです）。
◆甘い菓子、ジュース、果物に含まれる糖質は血糖値を上げやすいので、
　摂る量や頻度を控えましょう。
◆ゆっくりとよく噛んで食べましょう。そうすることで血糖値の上昇が
　緩やかになり、食べ過ぎを防ぐことができます。
◆夜寝る前の夜食は、膵臓への負担が大きく、高血糖になりやすい時間
　でもあります。寝る2時間前までに食事を済ませましょう。
◆規則的な食事を習慣化しましょう。欠食や不規則な時間の食事は、食
　べ過ぎの原因になります。

大人で20グラム
糖尿病やその予備群の方は10グラム
（砂糖10グラムは、大さじ1杯の量です）

菓子には、これだけの量に20グラムもの砂糖が含ま
れています。

カステラ　2切れ
大福もち　2個
どら焼き　1個
板チョコレート　10欠け
あんパン、ジャムパン　1/3個

たったこれだけの量で1日に摂る目安量（80キロカ
ロリー）になります。

リンゴ（大）　1/2個
みかん（中）　2個
バナナ（中）　1本

こうして防ごう　血糖値の急上昇

　

動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

の
量
が
多
い
「
高
血
糖
」
状
態
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
血
液
中
の
ブ
ド

ウ
糖
の
量
は
、
一
定
の
範
囲
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
血
糖

に
な
り
や
す
い
食
生
活
を
し
て
い
る
と
、
血
糖
値
が
下
が
ら
ず
、
常
に

高
く
な
る
「
糖
尿
病
」
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
血
糖
値
が
高
い
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
食
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

高
血
糖
を
予
防
す
る
た
め
の
食
生
活

•脂ののった肉や魚をよく食べ、野菜は滅多に食べない。
•甘い菓子、ジュース、果物が好きで、間食にたくさん食べることが多い。
•噛む回数が少なく、食べるスピードも速い。
•夜９時以降に夕食や夜食を食べ、すぐに寝てしまうことが多い。
•食事の時間が不規則で、欠食が多く、一度にたくさん食べることも多い。

こんな食生活は要注意
高血糖の原因となる食生活



「
ま
め
ち
ょ
遊
び
の
広
場
」

　

低
年
齢
の
子
ど
も
を
も
つ
保

護
者
や
妊
婦
の
皆
さ
ん
の
交
流

を
図
り
、
子
育
て
の
始
ま
り
を

と
も
に
支
え
あ
う
関
係
づ
く
り

の
場
で
す
。

　

乳
幼
児
向
け
の
お
も
ち
ゃ
や

小
物
づ
く
り
を
通
し
て
、
出
産

や
育
児
経
験
の
話
を
し
た
り
、

様
々
な
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
と
保
護
者
の
遊
び
や

体
験
の
幅
を
広
げ
た
り
、
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
る
楽
し

さ
や
感
動
の
共
感
を
通
し
て
子

ど
も
の
発
達
を
促
す
手
助
け
を

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

左
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①季節の行事や日本古来からの行事を楽しむ活動
　（ハロウィン、クリスマス、節分など）
②町内の公園や施設を訪ね、自然に親しむ活動
　（ナポートパーク、林業試験場、住民バス乗車、列車乗
　車など）
③季節の遊び（水遊び、木の実拾い、雪遊びなど）
④製作遊び
　（こいのぼり、水遊び道具、動くおもちゃづくりなど）
⑤親子料理（簡単なおやつづくりと会食）
⑥野菜づくりや花植え
　（収穫したものは、親子料理や季節の行事で使います）

＊どなたでも、お気軽に足をお運びください。
＊ご高齢の方もぜひ遊びに来てください。先輩として、育児や生活の知恵など
　を教えていただけると助かります。

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2022

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
め
ち
ょ
」
で
は
、「
遊
び

の
広
場
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
大
き
く
2
つ
に
分

か
れ
、
対
象
者
は
、
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

で
す
。

乳
幼
児
向
け
の

　

お
も
ち
ゃ
や

　
　

小
物
を
作
り
ま
す

親
子
の
遊
び
や

体
験
の
幅
を
広
げ
ま
す

　

雪
が
降
り
積
も
る
よ
う
に
な
る
と
、

停
電
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
線
に
付
着
し
た
雪
の
重
み
で
電
線

が
切
れ
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
お
し
ら

せ
君
を
つ
な
ぐ
光
ケ
ー
ブ
ル
に
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

屋
外
の
光
ケ
ー
ブ
ル
に
雪
が
付
着

す
る
と
、
雪
の
重
み
で
ケ
ー
ブ
ル
が

た
わ
み
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
が
切
れ
る

と
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
り
、
お
し

ら
せ
君
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
ケ

ー
ブ
ル
が
切
れ
な
く
て
も
、
切
れ
る

寸
前
ま
で
た
わ
む
と
、
ケ
ー
ブ
ル
内

を
行
き
来
す
る
信
号
の
損
失
が
大
き

く
な
っ
て
同
じ
よ
う
な
状
況
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
下
ろ
し
の
際
に
ス
コ
ッ

プ
な
ど
で
ケ
ー
ブ
ル
を
強
く
引
っ
か

け
た
り
、
大
き
な
氷
の
塊
が
当
た
る

な
ど
す
る
と
、
ケ
ー
ブ
ル
の
外
側
に

傷
が
な
く
て
も
、
中
の
光
ケ
ー
ブ
ル

が
傷
つ
い
て
断
線
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
ケ
ー
ブ
ル
が

損
傷
し
た
と
き
は
、
修
理
費
用
を
ご

負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
雪
下
ろ
し
や
重
機
な
ど
で
の
作

業
を
す
る
と
き
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

故障のときの問い合わせ先　NTT東日本北海道データセンター　☎0120－860－023（通話料無料）

おしらせ君の
お知らせ

雪
下
ろ
し
に
注
意

広報なかがわ
2014（H26）. 1月号 14



学
生
の
方
は

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

30
歳
未
満
の
方
は

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

中
川
町
国
保
加
入
者
の
平
成
24

年
度
の
医
療
費
は
、
約
1
億
9
1

0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
1
人
あ
た
り
で
見
て
み

た
の
が
下
表
で
、
平
成
23
年
度
よ

り
一
般
の
医
療
費
は
高
く
、
退
職

者（
注
）の
医
療
費
は
低
く
な
っ
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
の

財
政
を
圧
迫
し
、
保
険
税
の
引
き

上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
疾
病
を

予
防
し
、
健
康
的
な
生
活
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の

　
　
　
　
　

か
か
り
方

●
お
医
者
さ
ん
の
か
け
持
ち
は

　

や
め
ま
し
ょ
う

●
時
間
外
、
休
日
受
診
は
な
る

　

べ
く
避
け
ま
し
ょ
う

●
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
る
の

　

は
や
め
ま
し
ょ
う

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し

　

ょ
う

●
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指

　

示
を
守
り
ま
し
ょ
う

●
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
と
き
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
続
く
と
、
老
後
に
年
金
が
受

け
取
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
納

付
が
遅
れ
る
こ
と
で
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に

後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保

険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

（
納
期
は
翌
月
末
で
す
。
納
め
ら

れ
な
く
な
る
時
効
は
、
2
年
で
す

が
、
平
成
27
年
9
月
ま
で
は
「
後

納
制
度
」
に
よ
り
過
去
10
年
ま
で

遡
っ
て
納
付
が
可
能
で
す
）。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
納

付
の
免
除
や
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ

て
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
役
場

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
ま
す
。
申
請
が
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
納
付
の
全
額
ま

た
は
一
部
（
4
分
の
3
、
2
分
の

1
、4
分
の
1
）が
免
除
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
免
除
は
、
本
人
と
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
が
30
歳
未
満
の
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
納
付
猶
予
は
、
本

人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ

ま
す
。

　

本
人
が
学
生
の
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
は
、
本

人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の

前
年
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認

さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
免
除
な
ど
が
承
認

　

さ
れ
た
期
間
は
、
老
後
に
年

　

金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格

　

期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な

　

く
、
万
一
の
と
き
に
障
害
基

　

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

　

受
け
取
る
資
格
期
間
に
も
含

　

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
失
業
し

　

た
方
は
、
離
職
票
や
失
業
保

　

険
資
格
者
証
な
ど
を
添
付
す

　

れ
ば
、
前
年
の
所
得
に
関
係

　

な
く
免
除
さ
れ
る
特
例
も
あ

　

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
相
談

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6
・
2
7
・
1
6
1
1

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

医
療
費
の
状
況

（
注
）
退
職
者
…
長
年
勤
め
た
会

社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入

し
た
65
歳
未
満
の
方
と
そ
の
家
族

（
被
扶
養
者
）
を
指
し
、
退
職
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

◎1人あたり医療費と道内順位

平成23年度
平成24年度
伸び率

一　　　般
267,731円
372,931円
39.2％

147位
45位
－

退　職　者
535,549円
237,577円
－55.6％

22位
148位
－

合　　　計
284,167円
366,448円
28.9％

136位
57位
－

＊医療費とは、国保加入者が病院等で支払った額と国保で負担した額の合計額です。
＊道内の国保保険者数は、平成23・24年度ともに157保険者です。

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
　
「
保
険
料
免
除
制
度
」

問い合わせ先　住民課住民サービス室　☎7－2814

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
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雪
が
積
も
り
、
自
動
車
の
運
転
な
ど
に
気
を
遣
う
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
冬
道
の
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
安
全
な
冬

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
安
全
速
度
の
徹
底

　

積
雪
・
凍
結
路
面
の
停
止
距
離
は
、
夏
の
乾
燥
し
た
路
面
の
3
倍
か

　

ら
10
倍
以
上
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
十
分
な
車
間
距
離
と
路
面

　

状
況
に
合
っ
た
速
度
、
早
め
の
じ
っ
く
り
長
い
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、
夏

　

と
は
違
う
運
転
感
覚
が
必
要
で
す
。

◆
急
の
つ
く
運
転
操
作
を
し
な
い

　

急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、
「
急
」
の

　

つ
く
運
転
操
作
は
、
タ
イ
ヤ
が
ス
リ
ッ
プ
す
る
な
ど
、
車
の
コ
ン
ト

　

ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

◆
自
転
車
や
歩
行
者
の
動
静
に
注
意

　

冬
道
で
自
転
車
や
歩
行
者
の
横
を
通
過
す
る
際
は
、
そ
の
動
き
に
注

　

意
し
、
急
に
転
倒
し
て
も
避
け
ら
れ
る
間
隔
を
取
っ
て
走
行
し
ま
し

　

ょ
う
。

◆
吹
雪
や
大
雪
な
ど
の
悪
天
候
に
注
意

　

悪
天
候
時
の
運
転
は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不
良
に
よ
り
立
ち
往
生

　

な
ど
の
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
準
備

　

し
、
気
象
状
況
や
道
路
交
通
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
雪

　

で
車
が
立
ち
往
生
し
た
と
き
は
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
恐
れ
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所

冬
道
は

冬
道
は    

危
険
予
知
と

危
険
予
知
と    

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
！

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
！

冬
道
は  

危
険
予
知
と  

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
！

喜寿おめでとうございます

根本ミサヱさん（77歳）

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

尾崎歌子さん（77歳） 平木洋子さん（77歳）



火災・救急出動件数

火災出動　0件
救急出動　60件

平成25年11月30日現在
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中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

11月18日●牧 場 運 営 協 議 会
11月19日●議 会 運 営 委 員 会
11月25日●議 会 第 ５ 回 臨 時 会
11月27日●議 会 総 務 常 任 委 員 会
11月28日●農 業 委 員 会 総 会
12月2日●選 挙 管 理 委 員 会
12月4日●議 会 経 済 常 任 委 員 会
12月5日●民生委員協議会定例会、臨時総会
12月6日●議 会 全 員 協 議 会

12月10日●議 会 運 営 委 員 会
　　　　●議 会 全 員 協 議 会
12月11日●教　育　委　員　会　議
12月12日●議 会 運 営 委 員 会
　　　　●第６次中川町総合計画審議会
　　　　●社 会 教 育 委 員 会 議
12月16日●食 育 推 進 連 携 委 員 会
12月18・19日
　　　　●議 会 第 ４ 回 定 例 会

議会・各種委員会の開催状況

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
弟
（
次
男
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

小
原　

政
次　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

菅　
　

敬
司　

様

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
百
合
子　

様

　
　
　
　

翔
北
農
園
合
資
会
社　

様

　
　
　
　
　
　
　

㈲
栄
屋
旅
館　

様

　
　
　
　
　
　
　

味
道
家
鰭
龍　

様

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ー
ル
咲
く　

様

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

安
川　

豊
島
　

實　

様
（
87
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

出
初
式
は
新
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
、
全
国
各
地
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
4
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
、
中
川
消
防
団
が
獅
子
舞

と
と
も
に
、無
火
災
、家
内
安
全
を
祈
願
し
中
川
市
街
を
練
り
歩
き
、舞
を
披
露
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
観
覧
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
開　

催　

日　

平
成
26
年
1
月
8
日（
水
）　

◎
獅
子
舞
披
露　

9
時
〜　

中
川
町
市
街　

中
川
消
防
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た

中
川
消
防
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た

　

5
月
10
日
の
組
合
議
会
に
お
い
て
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議
決
を
い
た

だ
き
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
11
月
30
日
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。
住
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防
の
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
、
『
コ
ン
パ
ク

ト
で
機
能
的
』
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と
に
建
設
さ
れ
、
新
た
に

救
助
訓
練
が
可
能
な
庁
舎
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
消
防
行
政
の
円
滑
な

運
営
に
つ
い
て
、
ご
指
導
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
へ
の
通
報
は
あ
わ
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
、

　
　
　
　

落
ち
着
い
て
局
番
な
し
の
1
1
9
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11月の入札・見積り合わせ契約結果

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

平成25年度
中川町道の駅ホール
床改修工事

工事・業務名
入札・見積り合わせ結果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

ホール床改修一式

工事延長　L=207.8m

既存システムの電子申告
サービス設定変更業務

1,816,500

3,643,500

757,575

予定価格（円）

96.3％

95.9％

99.9％

平成25年度
地方税
電子申告システム
構築業務

平成25年度
大富配水管移設工事

※㈲大須賀工務店

㈱吉川組

㈲佐藤組

天塩川工業㈱

※㈱中川水道

㈱佐藤工建

※㈱ＨＡＲＰ

1,730,000

1,750,000

1,760,000

1,778,000

3,470,000

3,500,000

721,500

第2回

着工　平成25年11月21日

竣工　平成26年1月31日

着工　平成25年11月22日

竣工　平成26年1月31日

着手　平成25年11月1日

完了　平成26年3月31日

1,885,800

3,801,000

757,600

永年にわたり民生委員などの要職をお務めになったお二人に、
中川町表彰条例表彰（功労表彰）として町長から表彰状が手渡されました。

永年の功績を表彰

野 村 和 子 氏 金 住 忠 雄 氏



問い合わせ先　住民課幸福推進室　☎7－2813
しあわせ

　

全
国
の
民
生
委
員
児
童
委
員

の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
12
月
1

日
付
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地

域
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

地
域
に
密
着
し
て
生
活
に
困
っ

て
い
る
方
や
高
齢
者
、
障
害
者

の
方
を
は
じ
め
、
生
活
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
方
の
相

談
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

は
、
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な

地
域
で
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も

っ
て
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
、

児
童
、
障
害
者（
児
）、
老
人
、

母
子
世
帯
な
ど
援
護
を
必
要
と

す
る
方
々
の
相
談
、
助
言
に
あ

た
る
地
域
の
奉
仕
者
で
す
。

　

ま
た
、
「
主
任
児
童
委
員
」

は
、
地
域
に
お
い
て
児
童
福
祉

に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担

当
し
、
児
童
関
係
機
関
と
の
連

絡
、
調
整
、
地
域
を
担
当
す
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
一
体

と
な
っ
て
児
童
福
祉
の
推
進
に

当
た
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

　
　

主
任
児
童
委
員
と
は

　

中
川
町
に
は
10
名
の
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
」
及
び
2
名

の
「
主
任
児
童
委
員
」
が
委
嘱

さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
相
手

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地

域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で
す
。

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
、
高
齢

者
の
介
護
に
関
す
る
こ
と
、
健

康
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

生
活
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
担
当
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
心
配
ご
と

な
ど
を
解
決
す
る
た
め
に
、
専

門
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
皆

さ
ん
と
行
政
な
ど
と
の
パ
イ
プ

役
や
調
整
役
を
務
め
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
た
相
談
内

容
の
秘
密
は
厳
守
す
る
と
と
も

に
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援
活

動
を
行
い
ま
す
。

民
生
委
員
・

　
　
　

児
童
委
員
の
職
務

19 広報なかがわ
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氏　　名
遠　藤　みつえ
遠　藤　寿　恵
河　瀬　和　代
松　岡　カヨ子
一　戸　孟　男
安　西　克　已
椿　本　清　勝
大　西　かおる
鳴　海　美意子
金　見　松　藏
吉　川　明　美
川　村　　　隆

担　当　区

－
－

中央一区（上）
　　〃　　（下）
中央二区
中央三区
中央四区
中央五区
国府・歌内
大富・誉
佐久・豊里
共和・安川～安川三

電話番号
☎7－3168
☎7－2970
☎7－2537
☎7－2983
☎7－3161
☎7－2482
☎7－2726
☎7－2289
☎8－5053
☎8－5446
☎7－2130
☎7－2551

敬称略

委　員　名

あなたの地区の民生委員・児童委員

民生委員・児童委員が
一斉改選されました

（任期は平成25年12月1日から平成28年11月30日）

民生委員
・

児童委員

主任児童委員



受験種目

自衛官などを募集します

【問い合わせ先】自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所　☎01654－2－3921

応募資格

受付期間

試 験 日

予備自衛官補（一般） 予備自衛官補（技能）

平成26年７月１日現在
18歳以上で国家免許資格などをもつ方
（資格により53歳未満～55歳未満）

１月８日～４月２日（締切日必着）

平成26年４月11日～15日のうち、指定する１日

平成26年７月１日現在
18歳以上34歳未満

広報なかがわ
2014（H26）. 1月号 20

お 知 ら せ

●平成25年工業統計調査は、従業者4人以上の全ての
　製造事業所を対象に、12月31日時点で実施します。
●工業統計調査は、我が国における工業の実態を明ら
　かにすることを目的とする政府の重要な調査で、統
　計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
●調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び
　地域行政施策のための基礎資料として利活用されま
　す。
●調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的
　以外（税の資料など）に使用することは絶対にあり
　ません。
●調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよ
　ろしくお願いします。

平成25年
工業統計調査を
実施します

住民基本台帳の
閲覧状況

経済産業省・都道府県・市区町村

期　　間
　平成24年11月から平成25年10月

閲覧件数
　３件

【問い合わせ先】
　住民課住民サービス室
　☎7－2814



1
0
9
1
万
3
4
6
0
円
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
3
月
に

「
中
川
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
構
築
を
重
要
施
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る

住
民
の
生
活
支
援
と
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
の
た
め
、
保
育
士
の

人
件
費
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
川
町
役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

　

全
国
12
都
市
で
1
月
下
旬
に
開

催
し
ま
す
（
入
場
無
料
、
予
約
不

要
）

◆
参
加
費

　

29
万
8
0
0
0
円
〜

　
　
　
　
　
　

43
万
8
0
0
0
円

　
　

（
早
期
割
引
が
あ
り
ま
す
）

◆
応
募
締
切

　

2
月
3
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人

　
　
　
　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
0
3
・
6
4
1
7
・
9
7
2
1

　

幌
延
町
で
の
深
地
層
研
究
施
設

の
着
工
に
伴
い
、
隣
接
し
て
い
る

中
川
町
が
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
事
業
の
対
象
地
域
と
な
り
、

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
当
該
施
設
を

含
む
発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に

お
け
る
公
共
施
設
の
整
備
促
進
な

ど
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
や
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
本
交
付
金
で

福
祉
対
策
措
置
と
し
て
中
川
町
幼

児
セ
ン
タ
ー
保
育
事
業
を
行
い
、

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
8
つ
の
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験

を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
一
人
で

参
加
す
る
方
が
8
割
以
上
、
初
め

て
海
外
へ
行
く
方
が
6
割
以
上
で

す
の
で
、
事
前
研
修
会
で
は
仲
間

作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
内　

容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動

な
ど

◆
派
遣
先

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
ジ

ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ

リ
ピ
ン

◆
日　

程

　

3
月
26
日
〜
4
月
6
日
の
う
ち

の
9
〜
11
日
間

◆
対　

象

　

小
学
3
年
生
〜
高
校
3
年
生

◆
説
明
会

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め

の
春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

広報なかがわ
2014（H26）. 1月号21

朱鞠内湖ワカサギ釣り 幌加内町

と　き　1月～3月
ところ　朱鞠内湖
内　容　１月から３月の朱鞠内湖は、ワカサギシーズン。朱鞠内湖のワカサギは、道産子
　　　　が認める一級品です！ぜひお楽しみください。
問い合わせ先
　　　　朱鞠内湖淡水漁業協同組合　☎0165－35－2470

天塩川だより
～近隣のまちの情報をお届けします～



〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（11月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,745人（－7）

873人（－8）

872人（＋1）

868戸（－8）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　新しいロータリー除雪車の幼児センターの子どもたちへのお披露目を兼ねて、除雪安
全教室を行いました。「除排雪作業の車には近づかないようにしてください」とのお願い
に元気に返事をしてくれたお礼に、運転席の座り心地を体験するプレゼントを贈りまし
た。子どもたちは、運転席の高さに目を輝かせ、貴重な体験を楽しんでくれていました。
　今冬も無事故で除排雪作業ができるよう皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。

除雪車って、おっきい！

　年末の恒例行事とな
ったよみきかせの会
「のいちご」の皆さん
による「図書室くりす
ます会」。紙芝居、工作、
歌などで一足早いクリ
スマス気分を味わい、
今年も登場したサンタ
クロースとともに楽し
いひとときを過ごしま
した。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。
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